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放射性物質で汚染されたオフサイト飛灰に対して、洗浄により放射性 Cs を溶出させ、吸着材で選択的に吸

着して減容化するプロセスについて、洗浄基礎試験の結果をもとにマスバランスを検討した。 
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1. 緒言 

福島第一原発事故で放出された放射性物質で汚染された土壌と廃棄物のうち、現在焼却残渣に対して熱的

溶融処理が行われているが、発生した飛灰の放射能濃度は高く処理方法は未定である。その処理方法の一つ

として、洗浄により放射性 Cs を溶出させ、吸着材で選択的に吸着して減容化するプロセスがある。そこで、

熱的溶融処理で発生した飛灰の洗浄試験を実施し、その結果をもとにマスバランスを検討した。 

2. 洗浄試験 

熱的溶融処理で発生した飛灰（主成分 NaCl, KCl, 放射能濃度 24 万 Bq/kg）を使用して、洗浄水により液固

比 5 で洗浄し、液固比 2 ですすぎ洗いした。これにより、飛灰溶解比 αs（＝溶解した質量／飛灰の質量）は

0.76、Cs 溶出率 βs（＝洗浄溶液中 Cs の質量／飛灰中 Cs の質量×100）は 99.7%との結果が得られた。 

3. マスバランス計算結果 [1] 

洗浄処理における運転パラメータは洗浄試験の結果をもとに与えた。吸着処理では、Cs の選択性の高いフ

ェロシアン化物を使用するとして、吸着処理比 αa（＝洗浄溶液の質量／吸着材の質量）は 10,000、Cs 吸着率

βa（＝吸着材中 Cs の質量／洗浄溶液中 Cs の質量×100）は 99.9%とした。また、安定化処理ではセメント固

化を想定して安定化材比 αi（＝固化材の質量／吸着材の質量）を 2 とした。結果を下図に示す。 

 

4. 結論 

焼却残渣 46 万 t（3.3 万 Bq/kg）から飛灰 3.0 万 t（43 万 Bq/kg）を経て安定化体 70 t（1 億 8000 万 Bq/kg）

が発生し、安定化体は焼却残渣、飛灰に対してそれぞれ 1/6,600、1/430 の減量化になると試算された。 
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